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●●評価のポイント●●

DATE
●●事例の概要●●
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徳島県 三好市 （みよしし）

▶国勢調査人口（単位：人）
市町村名 昭和35年 昭和55年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
三好市 71,370 47,057 37,305 34,103 29,951 26,836

▶人口増減率（単位：％）
市町村名 H27/S35 H27/S55 H27/H12 H27/H17 H27/H22
三好市 -62.4 -43.0 -28.1 -21.3 -10.4

▶高齢者・若年者比率（H27 年）（単位：％）
市町村名 高齢者比率 若年者比率
三好市 41.0 9.1 

団体名▶四国の秘境　山城・大歩危妖怪村
所在地▶〒779-5452　徳島県三好市山城町上名1553番地１
連絡先▶TEL：0883-84-1489　FAX：0883-84-1222
	 E-mail：youkaimura@ctm.ne.jp 

URL:http://www.yamashiro-info.jp/youkai/
【交通のご案内】
自動車▶徳島自動車道　井川・池田ＩＣから車で約40分 

高知自動車道　大豊ＩＣから車で約30分
鉄　道▶JR大歩危駅から徒歩で約20分
飛行機▶徳島阿波おどり空港から車で約１時間45分

大理石の彫刻のような美しい岩肌がそそり立つ大歩危・
小歩危峡などで知られる秘境の里、徳島県三好市山城町に
は、児啼爺をはじめとする 150 以上に及ぶ妖怪話が残って
いる。この地の妖怪話は、美しくも険しい土地での生活に
おいて、崖などの危険な場所での事故や事件から命を守る
知恵として、古くから暮らしの中に受け継がれてきた。

ボランティア団体が中心となって行った歴史調査の中で
見出した「妖怪」という地域資源を軸に、地域の団体が中
心となって「四国の秘境　山城・大歩危妖怪村」が結成され、
他にはない個性的な地域づくりに繋がっている。

妖怪村の村人が製作した妖怪像を巡る里歩きコースは、
児啼爺の石像などもあり、豊かな自然と共に実に見応えが
ある。道の駅大歩危（妖怪屋敷）は、村人たちの手作りの
温かな工夫に溢れており、口承という古きを大切にしなが
ら、イラストや文章、映像などの新たな伝承方法を取り入

れるなど、次世代への伝承を見据えた姿勢で来場者数を地
道に増やし続けている。また、地元の食堂で食べられる「妖
怪一つ目丼」や妖怪にまつわる土産物、「大歩危駅」での妖
貝法螺吹き隊による列車の見送りには、村人たちのもてな
しの気持ちと、妖怪という古くから受け継がれてきた地域
の宝への深い愛が感じられた。

毎年 11 月には「妖怪まつり」を開催しているほか、徳
島、岩手、鳥取の３県で実施している「怪フォーラム」にも、
共催者として運営に大きく貢献しており、平成 29 年の「怪
フォーラム」では１万１千人が訪れるなど、着実に妖怪文
化が継承・発展してきている。

地域資源を掘り起こし、より魅力的になるよう地道な努
力で磨き上げを行ってきた同団体の自立した取組は、地域
の個性を生かして輝く事例として、他地域の優良な手本に
なると高く評価したい。

昭和 30 年代に最大１万５千人いた人口が、現在では４千人弱まで減少
した三好市山城町は、大歩危・小歩危や塩塚高原などで知られる四国山地
の険しい秘境であり、全国でも稀な数多くの妖怪伝説が残る山里でもある。

地元のボランティア団体が中心となり、地域の魅力を再発見するため、
環境美化や歴史の調査などの活動をする中で、山城町が「児啼爺（こなき
じじい）」の伝説発祥の地であり、また多くの妖怪伝説が残っていること
が分かった。

これを受けて平成 13 年、地元有志が呼びかけ、全国から支援を受けて
「児啼爺」の石像を建てると、これを機に、毎年 11 月に「妖怪まつり」を
開催するようになった。その後、山城町が世界妖怪協会から「怪遺産」に
認定されると町ぐるみで妖怪をアピールする地域づくりに取り組むように
なり、妖怪伝説をまとめた妖怪村伝説「おとろしや」の編集・発刊や、徳
島・岩手・鳥取の３県と共催している「怪フォーラム」などの活動を通じて、
妖怪文化の継承・発展に大きく貢献している。

山里に伝わる妖怪伝説を核にした地域づくり
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徳島県三好市

地元有志が呼びかけ、全国からの支援を受け
て、水木しげるの漫画でも有名な「児啼爺」
の石像を建立。

徳島、岩手、鳥取３県による「怪フォーラ
ム」に第一回から参加。平成 29 年 11 月に
開催した「怪フォーラム 2017in 徳島」では、
１万１千人の来場があった。

観光列車「四国まんなか千年ものがたり」の見
送りを行う「妖貝法螺吹き隊」。編み笠と唐草
模様の衣装を纏い「妖怪」と「法螺貝」を PR。

地元生まれの妖怪「児啼爺」が駅長に就任。

山里に伝わる妖怪伝説を後世に受け継いでいくため、また、地域の特性を生かした活性化につなげるため、毎年 11 月に「妖怪まつり」を開催。

全国過疎地域
自立促進連盟
会長賞


